
 

令和４年１月２７日（木）～２月２０日（日）の 

まん延防止等重点措置の適用期間中の 

新型コロナウイルス感染拡大防止に関する方針 
 

リスク管理室会議決定 
 （令和４年１月２７日改定） 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症は、感染力の強い変異株（オミクロン株）への置き換

わりが進み、急激に感染が広がっている。福島県においては、１月２７日（木）～

２月２０日（日）の期間、まん延防止等重点措置の適用がなされたことを踏まえ「ま

ん延防止等重点措置の適用期間中の新型コロナウイルス感染拡大防止に関する方

針」を定め、学生の安全と、学修機会の確保及び地域貢献等の両立を図り、安定的

な学校運営を行うこととする。 

 

〇まん延防止等重点措置の適用期間中の新型コロナウイルス感染拡大防止に関す

る方針 

 

 

 

【健康管理全般】総括責任者：副校長（感染症対策担当） 

 
 
 
 

◆ 教職員及び学生は「まん延防止等重点措置」の主旨を理解し、行政から

の要請に従って生活すること。 

◆「まん延防止等重点措置」が発令されている期間、原則として学生の学校

内での活動を禁止する。 

◆ 教職員及び学生は日頃から必ずマスクを着用するとともに、手洗い、教

室等の換気、咳エチケットを確実に実施すること。 

◆ 教職員及び学生は、毎朝起床時に検温を行うとともに、「健康観察・行

動記録シート」により自身の健康状態と前日の行動を記録すること。 

◆ 発熱や体調不良が認められる場合、勤務を予定していた教職員は人事係

に連絡した上で自宅療養するものとする。 

◆ 教職員または学生自身が感染者となった場合、感染者の濃厚接触者とな

った場合、本人や家族が PCR 検査を受けることとなった場合は、学生は

学級担任または学生支援係、教職員は人事係に速やかに連絡すること。 



 

   【学生及び教員の研究活動等】 

◆ 教職員の研究活動等においては、新型コロナウイルス感染防止対策を徹

底すること。 

◆ 共同研究等のために部外者が参加する場合、事前に「来校者登録用」

Formsに登録すること。なお、活動中は必ず教員等が立ち会うこと。外部

の共同研究者が学内で実験等を行う場合には、外部者の入校時の検温と

行動を記録すること。 

◆ 学生の研究活動は、リスク管理室会議において策定した「遠隔授業期間

の研究活動について（R4.1.26拡大リスク管理室会議決定）」に従うもの

とする。 

◆ 2月8日（火）から13日（日）の間の学生の学内の活動は原則として禁止

する。 

◆ 2月14日（月）以降の学生の研究活動等については、追って定める。 

◆ 学生が研究等の目的で外部で活動する場合、指導教員は学科長等の了承

を得た上で、感染防止対策・宿泊の有無・移動手段等を文書にまとめ、

原則として事前にリスク管理室会議に申請を行い、許可を得るものとす

る。なお、外部での活動の際は、必ず指導教員が引率すること。 
 

以下の諸活動については、上記の「健康管理全般」の指針を踏まえつつ 

対応することを基本とする。 

 

 

 

【本科授業】責任者：教務主事 
 

◆ 2月7日（月）までの授業はすべて遠隔授業とする。 
 

 

 

【後期期末試験】責任者：教務主事 
 

◆ 本科の後期期末試験は，原則として課題をもって代替する。 
 

 

 

【専攻科授業の実施】責任者：専攻科長 
 

（専攻科授業） 

◆ 2月7日（月）までの授業は遠隔形式により実施する。 

◆ 後期期末試験は、原則として課題をもって代替する。 

 

 

 



 

【学生活動・課外活動、学校行事】責任者：学生主事 

（学生活動・課外活動） 

◆ 校内での活動は原則禁止 

チームズを活用し、オンラインで活動すること。ただし、期間中に重要

な大会及び期日がある場合は、原則として活動開始７日前までに、書面

をもって学生委員会に申請のうえ、許可を得ること。 

（学校行事） 

◆ 校内での活動は原則禁止 

チームズを活用し、オンラインで活動すること。 

 

 

【就職・進学のための活動、インターンシップ】 

責任者：地域環境ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長、男女共同参画・キャリア教育支援室長 
 

（企業面談） 

◆就職のための企業からの訪問は、期間中は受け付けをしない。どうして

も必要な場合には、Webでの面談をお願いする。 

（就職・進学のための活動） 

◆先にリスク管理室会議より示されている「就職活動やインターンシップ

等への参加の考え方について」に従って活動する。その際には、学級担

任やコース長が必ず事前に把握するように連絡・相談をする。もし県境

を越えた移動をした場合には、帰宅後１週間は他者との接触を避けるな

どの行動を規制して健康観察結果を報告する。 

（インターンシップ） 

◆企業側から「受け入れ可能」の確認が取れた場合は、インターシップを

可とする。いわき市以外の「まん延防止等重点措置及び緊急事態宣言の

適用地域」でのインターンシップは、保護者の同意の元に参加させる。

県境を越えた移動をした場合には、帰宅後１週間は他者との接触を避け

るなどの行動を規制して健康観察結果を報告する。  

 


